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通学区域の現状

○小学校１校の通学区域に対していくつの中学校区域が交わっているか

１校
(１：１)

２校
(１：２)

３校
(１：３)

25校 16校 10校

○小学校１校の通学区域に対していくつの地域センター（支部）管轄が交わっているか

１支部
(１：１)

２支部
(１：２)

３支部
(１：３)

26校 20校 ５校

※３校の中学校に進学する小学校：志村第二小学校、志村第三小学校、前野小学校、蓮根第二小学校、志村坂下小学校、
板橋第一小学校、板橋第十小学校、上板橋小学校、常盤台小学校、徳丸小学校

※通学区域が３支部にまたがる小学校：志村第二小学校、中台小学校、北前野小学校、板橋第二小学校、中根橋小学校
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通学区域変更の際に考慮すべき視点

視点 意義・目的

１ 適正規模の実現 ・よりよい教育環境の整備と教育の充実を図る

２ 安全性・通学距離 ・登下校時の安全の確保や夏の熱中症対策

３ 小・中学校の
通学区域の整合性

・学びのエリアによる小中一貫教育の推進
・友人と同一中学校へ進学することができる

４ 町会・自治会区域
との整合性

・学校支援地域本部事業や青健事業など地域活動の充実
・避難所運営に係る地域の負担軽減

５ その他配慮事項 ・青少年委員やPTA連合会の地区分け
・警察署の管轄との整合性


